
教科 学習内容 備考 

国語 

５月の配付日には「臨時休業中の課題 国語科㈣～㈦」を新たに加え 

る。「臨時休業中の課題 国語科㈣・㈤」２枚は赤色のボールペンで丸 

付け、直しをする。 

また、「臨時休業中の課題 国語科㈥・㈦」２枚は２年生の国語の教科 

書を見ながらやる。辞書を引いてもよい。こちらは授業で扱うので、 

丸付け、直しの必要はない。 

どちらも２年最初の国語の授業の時、提出する。 

・最初の「臨時休業中の課 

題国語科㈠～㈢」は今回 

５月１１・１２日に提出する 

・２年当初「臨時休業中の 

課題 国語科㈠～㈤」を 

範囲として漢字テストを 

行う。 

数学 

※数学科では学校開始時にテストがあるため、①②課題提出は今回 

ありません。今後も繰り返し学習しましょう。 

  今回（5/11・12）は③のプリントのみ提出してもよいとします。 

  ①②課題提出日と③を合わせて提出しても成績に影響しません。 

≪現在出ている課題≫ 

①教科書Ｐ２３６～Ｐ２４３の第１章から第５章まで 

 組・番号・氏名が分かるように記入しておきましょう。 

②ワークは、Ｐ１３３まで必ず取り組んでおく。 

 ③１年生の復習プリント教科書「もっと練習！」から出題。 

≪本日配布した課題（２学年の授業でも使用します）≫ 

 ④レスキュー９９…１週間に３枚程度のペースで進める課題です。 

５月は１０番まで進めておきましょう。まだ、授業で取り組んで 

いないところもあります。できるところを進めましょう。 

 

 

 

 

 

 

①は、ノートやルーズリー 

フ等に取り組むこと。 

 

 

 

 

③は、課題が終わって、 

５月１１・１２日に提出でき

る人のみ回収します。 

 

④の提出等は、後日連絡し

ます。 

理科 

①１分野（平本が担当した授業） 

→教科書で「アンダーライン」を引いた部分で、まだ覚えていな

い言葉（例…反射の法則、ニュートンなど）の説明をノートにまとめ

る。 

②２分野（坂齊ｔが担当した授業） 

 →教科書やプリントで、まだ覚えていない言葉（例…火山岩、マグ

ニチュードなど）の説明をノートにまとめる。 

※①と②どちらも使うのは、何のノートでも OKです。 

１年生の時に使っていた理科のノートでも OK、自習用のマイノ

ートでも OKです！ 高校生や大学生が勉強するやり方です! 

頑張りましょう! 

 

ノートの提出はありませ

ん。成績への加点もしませ

ん。でも、頑張って勉強し

た人は、必ず実力がアップ

する課題です! 

※５月７日（木）に提出予定

だった「黄色のプリント」

は、６月１日（月）に提出し

てください。 

２学年当初に、①②の範囲から課題テストを行います。課題テスト

の結果は成績に含めます。８０％同じ問題。残り２０％は数値を替

えて問題を出題します。 

 



社 

会 

≪追加課題≫ 

歴史新聞もしくは地理新聞（詳しくは説明プリントを読んで作成）

色鉛筆なども使って仕上げてください。 

6月 1日（月）提出 

※前回の課題であるプリ

ント両面 2枚（5月7日提

出予定だったもの）も、6

月1日に合わせて提出して

ください。 

英語 

★追加課題 5/１１(月)～5/31(日)まで 

英語の予習ノート作りを進めてください。 

≪範囲≫ 

教科書 TOTAL ENGLISH 2 Pre-lesson Aから Lesson 1C 

まで 

※別紙の英語予習ノートの作り方を参考に作成してください。 

しっかりノートづくりをし

ましょう。 

 

前回のプリント課題「三単」 

「be動詞」「単語の練習」は 

５月１１・１２日に提出して

ください。 

 

音楽 

アルトリコーダーの練習 

器楽の教科書Ｐ１３ 「ラヴァーズ コンチェルト」（Ａ１・Ａ２どちらも） 

※運指表は最終ページ（口絵５・６）に載っています。 

リコーダーのお手入れもし 

ておきましょう。 

技術 

家庭 

発明創意くふう展の構想を考える。 

⇒課題封筒に入っている『発明創意くふう展』の用紙を参考に、構想 

 を練り、記入する。 

※本年度の市内発表は中止となりましたが、レポート・作品は２学期

の成績の一部とします。 

 

作品は夏休みに作っても

らいます。 

提出⇒次の登校日 

体 

育 

運動、生活記録表１枚 

６月１日からスムーズに、 

学校生活に入っていける

よう、記録表を活用してみ

てください。 

なお、提出は、不要です。 

美 

術 

風景画、または空想画の下書きをスケッチブックに色鉛筆などを使

って可能な限り画いてみましょう。 

授業では絵の具を使って 

着色します。 

  

 


